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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

令
和
元
年
度
総
会
を
開
催

こ
の
た
び
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
、
神
奈
川
県
議
会
議

長
の
梅
沢
裕
之
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
北
方
領
土
返
還
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
け
て
、
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
年
十
一
月
に
設
立

し
た
、
こ
の
県
民
会
議
も
、
今

回
で
第
三
十
五
回
目
の
総
会
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

北
方
領
土
返
還
に
向
け
た
、
会

員
の
皆
様
の
熱
意
と
長
年
の
努

力
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。戦

後
七
十
年
を
越
え
る
月
日

が
流
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
北
方
領
土
の
返
還
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
は
、
極
め
て
残

念
で
あ
り
ま
す
。

今
、
北
方
領
土
問
題
は
大
き

な
動
き
の
中
に
あ
り
ま
す
。
今

年
六
月
末
、
安
倍
首
相
は
、
Ｇ

20
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
来
日

し
た
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
会
談
し
、
両
国
が
合
意
し

て
い
る
北
方
領
土
で
の
共
同
経

済
活
動
の
う
ち
、
観
光
と
ご
み

処
理
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
二
項
目
で
一
致
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
領
土
問
題
を
解
決

す
る
平
和
条
約
交
渉
に
つ
い
て

は
、
継
続
の
方
針
を
確
認
す
る

に
と
ど
ま
り
、
北
方
領
土
が
返

還
さ
れ
る
見
通
し
は
未
だ
に
立

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
安
倍
首
相

と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
こ
れ

ま
で
二
十
六
回
の
首
脳
会
談
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の

外
交
交
渉
を
ど
う
行
う
か
、
改

め
て
戦
略
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
外
交
交
渉
を

一
歩
で
も
前
進
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
日
本
国
民
一
人
ひ
と

り
が
北
方
領
土
問
題
に
対
し
て

正
し
い
認
識
を
持
ち
、
一
日
も

早
い
返
還
を
求
め
る
多
く
の
声

を
結
集
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
今
年
五
月
、

北
方
四
島
交
流
の
一
環
と
し

て
、
神
奈
川
県
に
、
北
方
四
島

在
住
の
ロ
シ
ア
人
青
少
年
等
六

十
五
名
を
受
け
入
れ
、
日
本
人

の
中
学
生
や
大
学
生
と
交
流
を

行
い
、
相
互
理
解
と
友
情
を
深

め
ま
し
た
。

国
と
国
と
の
信
頼
関
係
は
、

こ
う
い
っ
た
地
道
な
活
動
か

ら
、
そ
の
土
壌
が
で
き
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
県
民
会
議
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

世
論
を
盛
り
上
げ
、
運
動
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
に
対

す
る
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
十
八
日（
木
）午
後
三
時
三
十
分
か
ら
、
横
浜
市
中
区
山
下
町

の「
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
」三
階
会
議
室「
い
ち
ょ
う
」に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
後
三
時
三
十
分
、
鈴
木
事

務
局
次
長
（
神
奈
川
県
国
際
文

化
観
光
局
総
務
室
企
画
調
整
担

当
課
長
）
に
よ
る
開
会
の
辞
で

始
ま
り
、
白
石
副
会
長
（
日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
神
奈
川
県

連
合
会�

顧
問
）が
議
長
と
し
て

会
議
を
進
行
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
会
長
に
は
、
選
出
母

体
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
前
神

奈
川
県
議
会
議
長
の
桐
生
秀
昭

氏
に
替
わ
り
、
先
の
県
議
会
で

新
た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長
に

就
任
し
た
梅
沢
裕
之
氏
を
選
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了

及
び
選
出
母
体
の
役
員
の
改
選

等
に
よ
り
、
令
和
元
年
度
役
員

名
簿
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
役

員
を
選
出（
再
任
）し
ま
し
た
。

次
い
で
、
第
二
号
議
案
平
成

三
十
年
度
事
業
報
告
、
第
三
号

議
案
平
成
三
十
年
度
収
支
決

算
、
第
四
号
議
案
令
和
元
年
度

事
業
計
画
（
案
）、
第
五
号
議

案
令
和
元
年
度
収
支
予
算

（
案
）
を
全
会
一
致
で
承
認
し

ま
し
た
。

新
会
長
に
梅
沢
裕
之
県
議
会
議
長
を
選
任

令 和 元 年 度 役 員 名 簿
役 職 名 氏　　　名 団　体　等　の　職
会 長 梅　沢　裕　之 神奈川県議会議長

副 会 長
白　石　俊　雄 日本労働組合総連合会神奈川県連合会顧問
大　崎　厚　郎 日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長

事務局長 阿　部　嘉　弘 日本労働組合総連合会神奈川県連合会副事務局長

理 事

稲　垣　良　一 神奈川県商工会議所連合会専務理事
四　條　信　二 神奈川県農業協同組合中央会常務理事
松　尾　美智代 神奈川県地域婦人団体連絡協議会会長
小　宮　志奈乃 川崎市地域女性連絡協議会理事
綾　井　祐　一 北方領土問題対策協会神奈川県推進委員

監 事
高　橋　征　人 神奈川県漁業協同組合連合会代表理事会長
西　村　明　夫 神奈川県中小企業団体中央会専務理事

令和元年度総会

◇
梅
沢
　
裕
之
　
会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員（
横
浜

市
神
奈
川
区
選
出
）。
平
成
十

五
年
に
初
当
選
以
来
、
五
期
当

選
。こ

の
間
、厚
生
常
任
委
員
会
、

総
務
政
策
常
任
委
員
会
、
予
算

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の

各
委
員
長
及
び
自
由
民
主
党
神

奈
川
県
議
会
議
員
団
団
長
を
歴

任
。

令
和
元
年
五
月
神
奈
川
県
議

会
議
長
に
就
任
。
神
奈
川
県
出

身
。
六
十
二
歳
。

報
告
：
北
方
四
島
交
流
青
少
年

受
入
事
業
に
つ
い
て

北
方
四
島
交
流
青
少
年
受
入

事
業
は
、
北
方
四
島
在
住
の
ロ

シ
ア
人
青
少
年
を
招
聘
し
、
日

本
の
文
化
や
社
会
の
仕
組
み
、

利
便
性
を
実
際
に
体
験
さ
せ
、

日
本
へ
の
関
心
と
理
解
、
日
本

人
の
青
少
年
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
関
係
を

醸
成
し
、
北
方
領
土
問
題
の
解

決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
す
る
も
の
で
、今
年
度
は
、

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題

対
策
協
会
の
主
催
で
、
神
奈
川

県
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

択
捉
島
・
国
後
島
・
色
丹
島

の
三
島
か
ら
、
十
三
歳
～
十
七

歳
の
青
少
年
五
十
二
名
、
同
行

教
師
等
十
三
名
の
計
六
十
五
名

の
訪
問
団
が
来
訪
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
三
日
夕
方
、
一
行

を
歓
迎
す
る
た
め
、
白
石
俊
雄

副
会
長
と
私
の
二
人
で
み
な
と

み
ら
い
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ス
ク
エ

ア
に
向
か
い
、
今
回
の
団
長
で

あ
る
学
校
長
と
会
食
を
し
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
疲
れ
も
見
せ

ず
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の

夕
食
と
み
な
と
み
ら
い
21
の
夜

景
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
朝
か
ら
神
奈
川
県

歴
史
博
物
館
で
、
中
世
の
日
本

の
政
治
的
中
心
で
あ
っ
た
鎌
倉

や
、
十
九
世
紀
に
西
洋
の
文
明

を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
横
浜

に
関
す
る
歴
史
を
学
習
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
横
浜
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、
地
震
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
過
去
に
起
こ

っ
た
地
震
を
体
験
し
て
、
地
震

等
の
自
然
災
害
に
対
す
る
日
本

の
防
災
技
術
を
学
習
し
ま
し

た
。
北
方
四
島
在
住
の
ロ
シ
ア

人
は
地
震
に
対
し
て
の
関
心
が

高
い
の
で
、
有
意
義
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
川
崎
市
立
南

加
瀬
中
学
校
を
訪
問
し
、
ち
ぎ

り
絵
や
書
道
体
験
な
ど
を
通
じ

て
、
日
本
人
中
学
生
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
校
長
先
生
を
は

じ
め
と
し
て
、
担
当
の
先
生
、

生
徒
全
員
で
受
入
準
備
を
し
て

い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
交
流

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

三
日
目
は
、
神
奈
川
大
学
の

学
生
等
の
協
力
に
よ
り
、
み
な

と
み
ら
い
二
十
一
地
区
や
中
華

街
等
を
散
策
し
ま
し
た
。

四
日
目
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
や

鎌
倉
大
仏
、
報
国
寺
、
浄
妙
寺

な
ど
を
見
学
し
、
日
本
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
五
月
二
十
七
日
に

四
日
間
の
神
奈
川
県
訪
問
を
終

え
、
根
室
市
へ
向
い
ま
し
た
。

五
月
二
十
三
日
か
ら
の
四
日

間
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
涼
し

い
地
域
か
ら
き
た
子
供
の
中
に

は
熱
中
症
に
な
っ
た
子
も
い
ま

し
た
が
、
神
奈
川
県
や
日
本
の

良
さ
を
十
分
に
感
じ
て
も
ら
え

た
と
思
い
ま
す
。

特
に
私
が
驚
い
た
こ
と
は
、

来
訪
し
た
ロ
シ
ア
人
中
高
生
た

ち
の
ほ
と
ん
ど
が
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ー
ン
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
予
め
横
浜

市
内
で
の
買
い
物
情
報
や
見
学

先
の
予
備
知
識
を
得
て
い
ま
し

た
。今

年
は
神
奈
川
県
か
ら
北
方

四
島
交
流
事
業
と
し
て
、
日
本

人
の
中
学
生
が
北
方
領
土
を
訪

問
し
、
現
地
の
青
少
年
と
の
交

流
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、

北
方
四
島
の
ロ
シ
ア
人
青
少
年

と
日
本
人
青
少
年
が
交
流
し
、

お
互
い
に
領
土
に
関
す
る
理
解

を
深
め
問
題
意
識
を
共
有
す
る

こ
と
が
、
北
方
領
土
問
題
の
解

決
の
糸
口
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

（
綾
井
）

会
長
就
任
に
当
た
っ
て
（
令
和
元
年
８
月
吉
日
）

�

神
奈
川
県
議
会
議
長　
　

梅
　
沢
　
裕
　
之



（第65号）� 四
し

島
ま

のかけ橋� 令和元年９月30日 （月曜日）　（ 2 ）

北
方
領
土
四
島
交
流

後
継
者
訪
問
事
業
に
参
加
し
て

○
は
じ
め
に

令
和
元
年
度
の
北
方
四
島
交

流
後
継
者
訪
問
事
業
は
、
国
後

島
の
古
釜
布
を
訪
問
先
と
し

て
、
八
月
二
十
三
日
（
金
）
か

ら
二
十
六
日
（
月
）
ま
で
開
催

さ
れ
、
四
十
四
名
の
訪
問
団
の

一
員
と
し
て
参
加
し
た
た
め
、

国
後
島
の
現
状
を
伝
え
ま
す
。

○�
根
室
港
か
ら
国
後
島
古
釜
布
の
港
へ

二
十
三
日
朝
、
根
室
市
長
や

元
島
民
の
方
々
に
見
送
ら
れ
、

船
舶「
え
と
ぴ
り
か
」に
乗
り
、

国
後
島
に
向
け
出
発
し
ま
し

た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
・
ビ
ザ
は
不

要
で
す
が
、
北
方
領
土
問
題
が

解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
ロ
シ
ア
の
国
境
警
備
隊
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
、
船
が
動
い
て
い
た
約
四
時

間
に
加
え
て
、
入
域
手
続
き
に

一
時
間
以
上
を
要
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
後
島
は
、
港
の

整
備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
大
型

船
で
は
泥
濘
に
は
ま
っ
て
出
ら

れ
な
く
な
る
た
め
、
小
型
の
船

に
乗
り
換
え
上
陸
し
ま
し
た
。

○
国
後
島
の
様
子

国
後
島
に
上
陸
す
る
と
、
ま

ず
港
に
赤
く
錆
び
た
沈
没
船
が

見
え
ま
す
。
舗
装
さ
れ
た
道
路

を
通
っ
て
街
に
向
か
う
と
、
プ

レ
ハ
ブ
の
よ
う
な
ト
タ
ン
に
覆

わ
れ
た
、
赤
青
黄
色
と
カ
ラ
フ

ル
な
建
物
の
街
並
み
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
日
本
風
な
建
物

は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
と
し
て
は
、
電

車
は
な
く
バ
ス
が
走
っ
て
い
る

ほ
か
、
国
後
島
に
は
空
港
が
一
つ

あ
り
、
唯
一
樺
太
へ
の
飛
行
機
が

飛
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

道
路
の
舗
装
は
近
年
急
速
に

進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
町
の
外
れ
に
行
く
と
砂
利

道
が
多
い
で
す
。
大
き
な
商
店

は
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
く
ら
い
の

サ
イ
ズ
の
商
店
が
数
件
あ
り
、

日
用
品
を
売
っ
て
い
ま
す
。
ウ

ォ
ッ
カ
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
や
蜂
蜜
が
有
名
な
よ
う

で
、
意
外
に
も
日
本
製
の
歯
磨

き
粉
や
韓
国
製
の
調
味
料
も
売

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

○
新
た
に
整
備
さ
れ
た
施
設

平
成
二
十
九
年
に
新
た
に
整

備
さ
れ
た
幼
稚
園
と
ス
ポ
ー
ツ

施
設
に
つ
い
て
詳
細
を
述
べ
ま

す
。
幼
稚
園
は
園
児
一
四
〇
人
、

先
生
五
十
四
人
の
大
き
な
施
設

で
す
。
保
育
士
だ
け
で
な
く
、

ダ
ン
ス
の
先
生
や
、
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
ま
た
ロ
シ
ア
語
が

正
し
く
話
せ
る
よ
う
に
指
導
す

る
言
語
指
導
者
ま
で
い
る
こ
と

が
特
徴
的
で
し
た
。
基
本
料
金

は
月
額
三
，四
二
〇
ル
ー
ブ
ル

（
約
五
，五
〇
〇
円
）
で
す
が
、

一
日
一
六
二
ル
ー
ブ
ル（
約
二

六
〇
円
）で
一
日
単
位
の
通
園

も
可
能
で
あ
り
、
一
人
目
は
二

〇
％
割
引
、
二
人
目
は
五
十
%

割
引
、
三
人
目
は
無
料
と
子
供

が
多
い
ほ
ど
割
引
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
が

未
就
学
児
童
教
育
へ
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
二
億
五
，

三
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル（
約
四
億

二
二
七
万
円
）を
投
じ
て
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
一
，九
三
〇
㎡
、

二
階
建
の
大
き
な
施
設
で
、
二

階
に
ジ
ム
と
プ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
九
十
五
％
が
税
金
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
要
望
に

沿
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム

編
集
後
記

◇
桐
生
秀
昭
前
会
長
、
一
年
間

御
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和
元
年

度
は
第
一
一
二
代
県
議
会
議
長

梅
沢
裕
之
氏
に
会
長
就
任
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
五

月
三
十
一
日
、
白
石
俊
雄
副
会

長
、
阿
部
嘉
弘
事
務
局
長
が
議

長
室
を
尋
ね
、
県
民
会
議
の
取

組
み
、
今
年
度
の
行
事
な
ど
の

説
明
を
行
い
、
梅
沢
裕
之
新
会

長
に
は
快
く
就
任
の
承
諾
を
い

た
だ
き
、
御
協
力
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十

年
十
一
月
二
十
四
日
県
民
会
議

発
足
時
の
県
議
会
議
長
で
あ
る

第
七
十
八
代
石
渡
清
元
氏
か
ら

数
え
て
、
三
十
五
人
目
の
会
長

で
す
。
歴
代
会
長
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
梅
沢
会
長
ど
う
ぞ

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
�

�

（
綾
井
）

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア

人
の
平
均
寿
命
は
日
本
人
よ
り

短
く
、
男
性
が
六
十
六
歳
、
女

性
が
七
十
七
歳
程
度
で
す

（
W
H
O
世
界
保
健
統
計
二
〇

一
八
年
版
よ
り
）。
ロ
シ
ア
国
内

で
は
こ
の
寿
命
の
短
さ
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
を
挙

げ
て
健
康
に
努
め
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

○
観
光
に
関
す
る
意
見
交
流
会

日
露
両
政
府
間
で
、
北
方
領

土
に
お
け
る
観
光
ツ
ア
ー
の
試

験
的
実
施
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
観
光
地
と
し
て
の
国
後
島

に
つ
い
て
、
現
地
の
方
々
と
話

す
意
見
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
現
地
の
方
々
の
意
見
と

し
て
は
、
火
山
や
温
泉
、
湖
な

ど
の
自
然
観
光
資
源
を
生
か
し

て
い
き
た
い
と
い
う
意
見
が
多

く
、
ま
た
、
問
題
点
と
し
て
は

宿
泊
施
設
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
挙
が
り
ま
し
た
。
国

後
島
に
は
広
大
な
自
然
保
護
区

や
四
つ
の
活
火
山
が
あ
り
、
あ

り
の
ま
ま
の
自
然
が
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。
今
回
そ
の
一
つ

と
し
て
視
察
し
た「
ろ
う
そ
く

岩
」
は
、
海
岸
に
隆
起
し
た
岩

で
、
自
然
が
創
り
出
し
た
独
特

な
景
色
は
、
今
後
の
観
光
資
源

に
な
り
得
る
と
感
じ
ま
し
た
。

○
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
四
人

ず
つ
に
分
か
れ
て
家
庭
を
訪
問

し
、
ニ
シ
ン
の
サ
ラ
ダ
マ
リ
ネ

や
ピ
ロ
シ
キ
、
ク
レ
ー
プ
と
い

っ
た
、
た
く
さ
ん
の
料
理
と
ウ

ォ
ッ
カ
を
頂
き
ま
し
た
。
お
も

て
な
し
が
好
き
な
よ
う
で
、
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
の
料
理
に
加
え

て
、
ロ
シ
ア
の
民
族
衣
装
の
着

付
け
も
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
訪
問
し
た
御
家
庭
の

方
は
ビ
ザ
な
し
交
流
で
根
室
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
、

小
学
生
く
ら
い
の
お
子
さ
ん
は

ま
た
日
本
に
行
き
た
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

○
お
わ
り
に

日
露
両
政
府
間
で
進
め
ら
れ

て
い
る
観
光
ツ
ア
ー
の
試
験
的

実
施
に
向
け
た
準
備
に
合
わ

せ
、
樺
太
か
ら
国
後
島
に
向
か

う
航
空
料
金
も
値
下
げ
さ
れ
る

予
定
で
、
今
後
観
光
客
の
増
加

が
見
込
ま
れ

ま
す
。
も
し

日
本
か
ら
飛

行
機
が
飛
ぶ

よ
う
に
な
れ

ば
、
船
で
四

時
間
程
度
か

か
る
と
こ
ろ

を
、
一
時
間

程
度
で
行
く

こ
と
が
で
き

ま
す
。
新
し

い
令
和
の
時

代
を
迎
え
、

ロ
シ
ア
と
日

本
の
交
流
が

進
み
、
北
方

領
土
問
題
が

解
決
に
向
か

う
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

幼稚園

ろうそく岩

スポーツ施設

ホームビジットの様子

国後島古釜布の町並み

第35回
北方領土返還要求運動
神奈川県民大会

日時：令和元年11月20日（水）18時～19時45分
場所：横浜情報文化センター　情文ホール
内容：記念講演、北方四島交流参加報告ほか
（予定）

皆様、ふるって御参加ください。


